
講座
番号 15 数学研修講座（高特） 教科等指導研修

【講座のねらい】 【主たる対象者】 【定員】

　指導と評価の一体化や数学的活動の充実を図る数学科の授業づくりについて研修し、生徒に数学的な
思考力・表現力を育成する指導力の向上を図る。

　学校や地域において授業改善
の推進役となる教諭等

高等学校　　　８名
特別支援学校　２名

事 前 課 題 ・レポート（授業実践の状況など）

持 ち 物
・高等学校学習指導要領解説数学編理数編　　・評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【高等学校　数学】（平成24年7

月　国立教育政策研究所教育課程研究センター）　　・担当している科目の年間指導計画及び教科書

８月31日（水） ９月１日（木） ９月２日（金）

（８：50〜） 受　　　　　付 （９：00〜） 実　践　発　表 （９：00〜） 演　　　　　習

（９：15〜） 開講・オリエンテーション 数学的活動の充実を図る授業実践
・数学的活動を効果的に位置付けた授業実践

数学的活動を効果的に位置付けた授業づくり②
・一単位時間の指導計画の修正
・模擬授業の実施

（９：45〜） 基　調　講　義

数学科教育の充実に向けて

ライブ配信
　

公開講義

・高大接続システム改革を踏まえた数学科教育の在
り方

・数学的活動の充実

文部科学省初等中等教育局
視学官　長　尾　篤　志

※講師は変更になる場合があります。

（10：50〜） 講　義・演　習

数学的活動の充実を図る視点
・課題学習の充実
・ＩＣＴの活用

（13：00〜） 講　　　　　義 （13：00〜） 演　　　　　習 （13：00〜） 講　義・演　習

北海道の数学科教育における現状
・全国学力・学習状況調査から明らかになった北海
道の算数・数学科教育の現状

・北海道高等学校学習状況等調査及び北海道高等学
校学力向上推進事業で実施した学力テスト等の調
査結果

数学的活動を効果的に位置付けた授業づくり①
・主体的に学習に取り組む態度や数学的な思考力・
表現力の育成を図る一単位時間の指導計画の作成

数学的活動を効果的に位置付けた授業づくり③
・模擬授業の分析と意見交流
・一単位時間の指導計画の改善

（13：40〜） 演　　　　　習

自校及び自己の課題の明確化
・事前課題の交流

（15：00〜） 講　　　　　義

授業改善の視点
・授業改善のPDCAマネジメントサイクル
・目標と指導と評価の一体化
・学習評価の意義と改善・充実

（15：10〜） 研修の振り返りとまとめ

（15：30〜） 演　　　　　習

目標に準拠した観点別学習状況の評価の充実
・観点別学習状況の評価に見られる課題と、その解
決の方策

閉講　16：00

（16：40〜） 研修の振り返り （16：40〜） 研修の振り返り

○　講座の内容を変更している場合がありますので、道研Webページで確認願います。併せて、事前課題、事前研修、持ち物等についても同様に確認願います。

○　施設の利用方法等を紹介した動画を道研Webページに掲載していますので、受講前に必ず視聴してください。なお、視聴方法は、受講決定時にお知らせします。

講座
番号 16 理科（小　夏期）研修講座 教科指導等研修

【講座のねらい】 【主たる対象者】 【定員】

　実感を伴った理解を図る理科の授業づくりについて、観察・実験等を通して研修し、実践的指導力の
向上を図る。

　理科の指導法や観察・実験等の
技能を研修したい教諭等

小学校　　　24名

事 前 課 題 ・事前研修資料

持 ち 物 ・白衣またはエプロン（粒子・生命受講時）

８月４日（木） ８月５日（金）

（８：50〜） 受　　　　　付 （９：00〜） 講義・研究協議

（９：15〜） 開講式・オリエンテーション 「教科書で教える」ポイント

（９：30〜） 講義・研究協議 （９：30〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

小学校理科教育の現状と課題 Ⅰ【中学年】
【Ｂ区分　地球】
３年「太陽と地面の様子」
４年「月と星」

・日陰の位置と太陽の動きの学習に
おける授業展開の工夫

・月や星の継続的な観察の方法と指
導の工夫　など

Ⅱ【高学年】
【Ａ区分　粒子】
５年「物の溶け方」
６年「水溶液の性質」

・溶けた物質の様子を絵や図で表し、
説明する力を身に付けさせる指導
の工夫

・観察、実験の結果を整理し、考察
させる授業の検討　など

（10：15〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

Ⅰ【中学年】
【Ａ区分　粒子】
４年「空気と水の性質」、

「金属・水・空気と温度」

・水と空気の粒子をモデル等で表現
させる授業の検討　など

Ⅱ【高学年】
【Ｂ区分　生命】
５年「動物の誕生」
６年「人の体のつくりとはたらき」、

「植物の養分と水の通り道」

・メダカを用いた生命の連続性に関
する指導方法の工夫　など

（13：00〜） （午前の続き） （13：00〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

・物のあたたまり方の学習における
協働的な活動の検討　など

・動物、植物のからだのつくりとは
たらきの観察　など

Ⅰ【中学年】
【Ｂ区分　生命】
３年「身近な自然の観察」

・身の回りの生物の観察方法の工夫
など

Ⅱ【高学年】
【Ａ区分　エネルギー】
５年「振り子の運動」、「電流の働き」
６年「てこの規則性」

・振り子の運動における条件制御の
視点の検討

・課題解決的な活動を取り入れたも
のづくりの工夫　など

（14：10〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

Ⅰ【中学年】
【Ａ区分　エネルギー】
３年「光の性質」、「電気の性質」

・光のリレーなど体感的に学ばせる
授業の工夫

・既習の知識を児童に活用させる授
業の検討　など

Ⅱ【高学年】
【Ｂ区分　地球】野外観察（バス巡検）
５年「流水の働き」
６年「土地のつくりと変化」

・野外における地層や岩石の観察
・露頭から自然情報を読み取り推論

させる方法　など

（15：20〜） 研修の振り返りとまとめ

閉講　16：00

（16：45〜） 研修の振り返り
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Ⅱ


